
「
安
倍
９
条
改
憲
の
ね
ら
い

と
た
た
か
い
の
展
望
」
と
題
し

た
講
演
で
渡
辺
氏
は
、
５
月
３

日
の
安
倍
改
憲
提
言
の
四
つ
の

ね
ら
い
と
し
て
、
①
２
０
２
０
年

施
行
と
い
う
期
限
を
切
っ
た
、
②

９
条
改
憲
が
本
命
だ
と
宣
言
、
③

９
条
１
項
・
２
項
は
そ
の
ま
ま
で
、

自
衛
隊
条
項
を
加
え
る
９
条
加
憲

方
式
を
採
用
、
④
「
教
育
無
償
化
」

と
セ
ッ
ト
に
し
た
こ
と
を
挙
げ
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
し
い
提
起

で
あ
る
、
と
注
意
を
喚
起
。

安
倍
首
相
が
改
憲
発
議
に
必
要

な
衆
参
両
院
で
の
「
３
分
の
２
多

数
」
を
安
定
し
て
得
る
た
め
に
、

衆
議
院
２
８
９
の
小
選
挙
区
で
の

野
党
と
市
民
の
共
闘
と
選
挙
協
力

を
何
よ
り
も
恐
れ
て
い
る
こ
と
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

た
た
か
い
の
展
望
と
し
て
、
国

民
投
票
決
戦
論
で
は
な
く
、
２
０

１
８
年
通
常
国
会
で
の
改
憲
発
議

を
阻
止
し
、
安
倍
政
権
を
解
散
か

内
閣
総
辞
職
に
追
い
込
む
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
か
つ
て
な
い
規
模

の
共
同
を
実
現
す
る
た
め
「
九
条

の
会
」
も
呼
び
か
け
団
体
に
参
加

し
、
「
総
が
か
り
運
動
」
を
一
回

り
大
き
く
し
た
「
安
倍
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」

が
９
月
初
め
に
結
成
さ
れ
た
こ
と

を
紹
介
。
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た

「
３
千
万
署
名
」
を
成
功
さ
せ
よ

う
と
呼
び
か
け
、
参
加
者
は
熱
い

拍
手
を
も
っ
て
応
え
ま
し
た
。

赤
羽
目
区
議
は
、
ス
ラ
イ
ド
で

原
水
禁
大
会
と
代
表
団
の
活
動
を

報
告
。
第
五
福
竜
丸
の
あ
る
江
東

区
か
ら
、
平
和
の
声
や
運
動
を
広

げ
て
行
き
た
い
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

山
添
拓
参
院
議
員
は
「
核
兵
器

禁
止
条
約
全
文
」
を
条
文
ご
と
に

解
説
し
「
条
約
は
核
兵
器
使
用
が

被
爆
者
や
核
実
験
の
被
害
者
に
も

た
ら
し
た
苦
難
に
言
及
し
、
人
類

に
破
滅
的
な
結
果
を
招
く
も
の
と

し
て
、
完
全
に
廃
棄
す
る
歴
史
的

な
宣
言
と
し
ま
し
た
」
「
核
兵
器

の
製
造
・
維
持
は
も
と
よ
り
核
の

傘
に
依
存
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

ま
す
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
唯
一
の
被
爆
国
日
本

が
、
条
約
批
准
に
背
を
向
け
て
い

る
こ
と
も
厳
し
く
非
難
し
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
時
に
軍
隊
や
警
察

な
ど
に
よ
っ
て
数
千
人
の
朝
鮮
人

や
中
国
人
が
虐
殺
さ
れ
、
社
会
活

動
家
や
労
働
組
合
の
青
年
ら
10
人

も
殺
害
さ
れ
た
歴
史
を
伝
え
続
け

る
た
め
９
月
３
日
、
亀
戸
の
赤
門

浄
心
寺
で
追
悼
会
が
開
催
さ
れ
90

人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
ひ
ろ
た
か
実
行
委
員
長
、
石

井
賢
二
日
朝
協
会
東
京
都
連
合
会

理
事
長
は
、
小
池
都
知
事
が
墨
田

区
内
で
毎
年
開
催
の
朝
鮮
人
犠
牲

者
の
追
悼
式
典
へ
の
追
悼
文
を
や

め
た
こ
と
に
も
ふ
れ
「
民
族
差
別

や
歴
史
修
正
主
義
に
都
政
が
加
担

し
た
こ
と
に
な
る
」
「
犠
牲
者
や

遺
族
の
無
念
を
思
う
と
、
は
ら
わ

た
が
煮
え
く
り
返
る
」
と
厳
し
く

批
判
し
、
日
本
共
産
党
の
河
野
都

議
は
「
権
力
犯
罪
を
許
さ
ず
、
歴

史
に
学
び
、
国
際
連
帯
・
友
好
へ

進
み
た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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彼
岸
入
り
で
秋
め
い
て
き

た
も
の
の
、
日
照
不
足
や

豪
雨
の
被
害
で
野
菜
不
足

は
深
刻
、
台
風
に
よ
る
災

害
も
心
配
で
す
▼
緊
迫
す

る
北
朝
鮮
問
題
。
無
謀
な

核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
日
本

を
も
標
的
に
し
て
い
る
と
、
東
日

本
で
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
や
避
難
指
示
が

発
令
さ
れ
る
な
ど
、
政
府
の
過
剰

な
反
応
も
あ
っ
て
国
民
の
不
安
は

増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
北

朝
鮮
を
追
い
詰
め
て
き
た
歴
史
的

解
明
が
必
要
で
す
▼
国
連
安
保
理

の
制
裁
決
議
は
、
最
悪
の
軍
事
衝

突
を
避
け
る
方
針
で
の
全
員
一
致

で
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
は

「
対
話
の
た
め
の
対
話
」
と
し
て

外
交
努
力
に
背
を
向
け
て
軍
拡
に

走
り
、
米
国
兵
器
調
達
を
急
増
し

て
い
ま
す
▼
戦
争
法
の
強
行
か
ら

２
年
。
18
年
度
の
防
衛
省
の
予
算

要
求
で
は
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
、
オ
ス
プ
レ

イ
、
Ｆ
35
な
ど
の
輸
入
を
含
め
て
、

前
年
度
比
１
３
０
０
億
円
増
の
５

兆
２
５
５
１
億
円
で
す
。
日
米
軍

事
同
盟
に
し
が
み
つ
く
安
倍
首
相

は
「
結
果
と
し
て
米
国
の
経
済
や

雇
用
に
貢
献
す
る
も
の
」
（
２
月

参
院
本
会
議
）
と
う
そ
ぶ
い
て
い

ま
す
▼
核
廃
絶
の
被
爆
者
署
名
に

続
き
、
国
連
で
も
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
手
続
き
が
開
始
。
「
戦

争
す
る
自
衛
隊
」
へ
の
自
民
党
の

９
条
改
定
提
案
を
許
さ
な
い
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
も

発
足
、
九
条
の
会
も
合
流
し
て
３

０
０
０
万
署
名
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。
臨
時
国
会
冒
頭
解
散
の
報
道

も
あ
り
、
江
東
区
で
も
「
市
民
と

政
治
を
つ
な
ぐ
市
民
連
合
」
（
仮

称
）
が
発
足
し
ま
す
。
市
民
と
野

党
の
共
闘
で
戦
争
へ
の
暴
走
を
阻

止
す
る
決
戦
の
秋
で
す
。

就
学
援
助
制
度
は
「
経
済
的
理

由
で
小
中
学
校
で
の
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
子
ど
も
の
保
護

者
に
対
し
、
学
用
品
費
や
学
校
給

食
費
な
ど
の
一
部
」
を
法
律
に
基

づ
い
て
区
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。

補
助
対
象
と
な
る
保
護
者
の
所

得
額
や
学
用
品
な
ど
の
種
類
は
区

市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

入
学
準
備
金
は
就
学
援
助
費
の

う
ち
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
は
事

務
手
続
き
な
ど
を
理
由
に
、
入
学

４
か
月
後
の
８
月
に
な
っ
て
支
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
経
済
的
に
一

時
に
多
額
の
出
費
と
な
る
入
学
準

備
費
を
用
意
す
る
の
は
負
担
が
重

い
と
し
て
、
入
学
準
備
金
の
３
月

支
給
を
繰
り
返
し
求
め
、
昨
年

（
２
０
１
６
年
）
12
月
議
会
で
は

条
例
提
案
も
行
い
ま
し
た
。

入
学
準
備
金
の
前
倒
し
（
３
月
）

支
給
に
必
要
な
予
算
が
今
月
21
日

か
ら
始
ま
る
第
３
回
定
例
会
の
補

正
予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
、
入
学

準
備
金
が
来
年
中
学
校
に
入
学
す

る
児
童
か
ら
３
月
中
に
支
給
さ
れ

る
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
中
学
校
入
学
予
定
者
だ

け
で
す
が
、
小
学
校
入
学
予
定
者

に
つ
い
て
も
速
や
か
に
３
月
支
給

と
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

ま
た
実
際
に
必
要
と
な
る
金
額

と
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
援
助
額

の
引
き
上
げ
や
、
修
学
旅
行
代
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
代
の
支
給
方
法
の

改
善
な
ど
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

お
金
の
心
配
な
く
勉
強
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

中
学
校
入
学
予
定
者
の

入
学
準
備
金
３
月
支
給
に

９
月
16
日
、
発
足
２
周
年
と
な
っ
た
「
戦
争
法
の
廃
止

を
求
め
る
砂
町
の
会
」
が
、
一
橋
大
学
名
誉
教
授
・
九
条

の
会
事
務
局
の
渡
辺
治
氏
の
講
演
会
を
開
催
、
砂
町
文
化

セ
ン
タ
ー
に
89
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

８
月
26
日
「
平
和
に
つ
い
て
語
り
合
お
う
」
と
開
か
れ
た
「
青
年
平

和
の
つ
ど
い
」
。
青
年
日
本
共
産
党
後
援
会
、
民
青
同
盟
江
東
地
域
協

議
会
が
共
催
で
開
催
し
、
赤
羽
目
民
男
区
議
が
原
水
禁
大
会
を
報
告
。

山
添
拓
参
院
議
員
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
全
文
」
の
内
容
を
条
文
ご
と

に
紹
介
し
ま
し
た
。

《
長
崎
・
原
水
禁
大
会
報
告
》

江
東
区
か
ら
平
和
の
発
信
を

亀
戸
事
件
94
周
年
追
悼
会

権
力
犯
罪
の
歴
史
忘
れ
ず
国
際
連
帯
を



個
人
加
盟
の
同
労
組
は
、

職
場
・
地
域
か
ら
「
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
の
労
働
者
を
な
く
す
」

こ
と
、
組
合
員
の
生
活
と
権

利
を
守
り
社
会
的
地
位
向
上

を
目
指
し
て
結
成
、
１
年
間

で
労
働
相
談
活
動
を
通
じ
て

新
組
合
員
を
迎
え
、
２
５
１

人
（
６
月
末
）
の
組
合
に
な

り
ま
し
た
。

新
組
合
員
は
、
組
合
を
結

成
し
た
途
端
に
「
組
合
つ
ぶ

し
」
の
攻
撃
を
受
け
、
ま
た

有
期
雇
用
契
約
５
年
に
な
っ

た
た
め
正
社
員
化
を
申
し
入

れ
た
ら
雇
い
止
め
を
通
告
さ

れ
た
こ
と
な
ど
を
契
機
に
加

盟
す
る
な
ど
、
雇
用
環
境
の

悪
化
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

新
野
委
員
長
は
「
安
倍
自

公
政
権
の
も
と
で
、
政
治
・

経
済
政
策
は
労
働
者
・
国
民

と
の
矛
盾
が
拡
大
し
労
働
環

境
の
劣
化
が
著
し
い
。『
働
き

方
改
革
』
と
称
し
『
残
業
代

ゼ
ロ
』
や
裁
量
労
働
制
拡
大

を
盛
り
込
ん
だ
労
働
法
制
改

悪
法
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
」
と
厳
し
く
批
判
、

早
期
に
３
０
０
人
の
組
織
を

作
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

公
開
討
論
会
は
「
憲
法
」

（
太
田
啓
子
弁
護
士
）、「
文
化
・

芸
術
」（
福
島
明
夫
・
青
年

劇
場
代
表
）、「
食
料
と
農
業
」

（
山
田
正
彦
弁
護
士
、
元
農
林

水
産
大
臣
）、「
沖
縄
」（
糸
数

け
い
こ
参
議
院
議
員
）
、「
核

兵
器
廃
絶
」
（
大
岩
孝
平
・

東
友
会
代
表
理
事
）
と
多
彩

な
５
つ
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

改
憲
へ
の
具
体
的
な
動
き

や
既
に
準
備
さ
れ
て
い
る
国

民
投
票
の
危
う
さ
へ
の
警
鐘
、

芸
術
文
化
を
襲
っ
て
い
る
危

機
状
況
、「
日
本
の
種
子
を
守

た

ね

る
会
」
の
呼
び
か
け
に
続
い

て
、
沖
縄
県
の
訪
米
団
と
し

て
帰
国
し
た
ば
か
り
の
糸
数

氏
が
「
子
や
孫
に
未
来
を
残

す
た
め
、
多
少
の
違
い
は
あ
っ

て
も
超
党
派
で
奮
闘
し
て
い

る
」
沖
縄
の
経
験
を
紹
介
し

ま
し
た
。

中
学
１
年
の
時
に
広
島
で

被
爆
し
た
大
岩
氏
は
、「
核
兵

器
保
有
国
が
核
へ
の
依
存
を

や
め
、
真
に
核
兵
器
の
廃
絶

さ
れ
た
世
界
の
実
現
を
」
と

決
意
を
込
め
て
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

浜
教
授
は
「
ア
ホ
ノ
ミ
ク

ス
が
続
く

と
国
家
主

義
、
国
粋

主
義
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
へ

進
む
」
と
指
摘
し
、「
繁
栄
の

中
の
貧
困
を
解
消
」
す
る
課

題
と
と
も
に
、「
高
齢
者
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
、
知
性
と

知
恵
者
が
多
い
、
良
い
社
会

と
み
る
べ
き
だ
。
そ
の
経
験

を
若
者
に
伝
え
る
努
力
を
す

べ
き
」
と
参
加
者
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

映
画
で
は
、
脱
原
発
弁
護

士
の
河
合
弘
之
監
督
と
環
境

学
者
の
飯
田
哲
也
氏
が
、
ド

イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
中
国
、

ア
メ
リ
カ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

な
ど
を
訪
れ
、
自
然
エ
ネ
に

取
り
組
ん
で
い
る
官
庁
や
企

業
の
人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

自
然
エ
ネ
が
単
な
る
ブ
ー
ム

や
倫
理
の
問
題
で
は
な
く
、

企
業
活
動
と
し
て
も
十
分
成

り
立
つ
成
長
産
業
で
あ
る
こ

と
、
脱
温
暖
化
の
大
き
な
潮

流
で
あ
る
こ
と
を
活
写
し
ま

し
た
。

一
方
、
我
が
国
で
は
政
府

と
電
力
会
社
に
よ
る
強
固
な

「
原
子
力
ム
ラ
」
が
、
太
陽
光

自
家
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ

産
業
の
新
規
参
入
を
阻
ん
で

い
る
実
態
を
暴
露
。

上
映
終
了
後
、
ト
ー
ク
に

立
っ
た
河
合
弘
之
監
督
（
写

真
）
は
、

原
発
を

止
め
な

が
ら
自

然
エ
ネ

で
回
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

は
、
国
を
救
う
正
義
の
た
た

か
い
で
あ
り
、
脱
原
発
は
必

ず
勝
つ
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の

後
、
東
北
地
方
で
は
小
児
甲

状
腺
癌
患
者
が
１
９
０
人
も

お
り
、
１
人
10
万
円
の
医
療

補
助
を
行
う
「
こ
ど
も
基
金
」

創
設
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

江戸時代から埋立てられてきた江東
区は、大正から第二次大戦後にかけて
南部に広大な埋立地がつくられ、大き
な変貌の時を迎えています。
塩浜は1921(大正10)年の埋立地、塩
崎町と第二号地、浜園町が合併。枝川
改修第三号地は古石場町の一部に、第
四、第五号地は枝川、第六、第七号地
は豊洲の一部、第八号地は潮見となり
ました。隅田川改修の第五号地は豊洲
１～５丁目、第六号地は東雲、第七号
地は辰巳１、２丁目、第十号地は有明、
第十二号地は辰巳３丁目、第十三号地
は青海になりました。戦中に飛行場建
設を目的とする埋立が中止され、戦後
に完成。その南の新木場は第十四号地、
若洲は第十五号地です。
江東区の面積は、1882(明治15）年に
11平方キロで、1978(昭和53)年には32
平方キロと３倍になりました。(注・2012
年6月1日現在、39.99k㎡ ）

東京都の中でも唯一、江東区は南に
伸びて絶えず発展している地域です。
この南部は、臨海工業地帯として石
播重工、三菱製鋼、東京ガス豊洲工場
があって、木材業の中心となる新木場
があります。
さらに、巨大な倉庫群と運輸の町と
して発展し、地下鉄深川工場があり、
首都高速湾岸線と９号線が横ぎってい
ます。1987年に有楽町線が開通し、京
葉線も通ります。有明のフェリーター
ミナルには大型フェリーが横づけされ、
コンテナとトラックが埠頭にあふれて
います。外国貿易の定期船と外貨コン
テナ埠頭がつくられ、新木場にヘリポー
トがあります。
この地域はスポーツセンターとして、
テニスの森公園、ゴルフ場、スポーツ
センター、体育館、競技場、ヨットハー
バー等、多彩な体育施設にめぐまれて
います。
しかし、豊洲、有明十三号地は国際
ビジネスの中枢となり、「外人村」建
設の計画が予定されますが、「民活」
計画が本当に区民のためになるのか、
検討する必要がある問題です。
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概説

(72)フェリーターミナル

８
月
20
日
、
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
「
日
本
と

再
生
」
江
東
上
映
会
主
催
の
映
画
上
映
会
が
昼

夜
２
回
開
か
れ
、
合
計
３
０
０
人
超
の
観
客
が

鑑
賞
し
ま
し
た
。
夜
の
部
の
上
映
終
了
後
、
河

合
弘
之
監
督
の
ト
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
労
働
者
協
同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
が
母

体
の
一
般
社
団
法
人
日
本
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
８
月
30
日
、
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
公
開
討
論
会
と
記

念
講
演
会
を
開
催
。
テ
ー
マ
は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
誕

生
を
受
け
て
「
激
論
！
こ
れ
ま
で
の
日
本
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
考
え
る
」
で
、
同
志
社
大
学
の
浜
矩
子
教

授
が
記
念
講
演
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
２
百
人
で
し
た
。

９月３日、砂町文化センターで「年金者

組合演芸会」開かれました。会場では音楽

や拍手、笑い声が響き、相撲甚句、かっぽ

れ、舞踊、フラダンス、得意のノドも披露

されました。演芸会には１００人が参加し

ました。

９
月
16
日
、
全
労
連
地
域
労
組
こ
う
と
う
の
定
期
大
会

が
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
野
好
雄
委

員
長
が
開
会
挨
拶
、
来
賓
に
Ｃ
Ｕ
東
京
高
木
書
記
長
、
江

東
区
労
連
清
水
事
務
局
長
、
東
部
法
律
事
務
所
中
西
弁
護

士
、
日
本
共
産
党
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
、
き
く
ち
幸
江
区

議
が
連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
10
月
１
日
（
日
）
18
時
30
分
〜

◆
江
東
市
民
連
合
発
足
集
会

（
東
陽
区
民
館
）

○
10
月
17
日
（
火
）
18
時
30
分
〜

◆
江
東
革
新
懇
講
演
会

「
安
倍
改
憲
を
許
さ
な
い
市
民
と
野
党
の
共
闘
」

講
師
・
中
野
晃
一
氏
（
全
国
市
民
連
合
）

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○
10
月
24
日
（
火
）
12
時
30
分
〜

◆
区
職
労
第
66
回
定
期
大
会

（
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
）

【
総
選
挙
情
報
】

９
・
28
臨
時
国
会
冒
頭
解
散
が
極
め
て
濃
厚
。

有
力
視
さ
れ
る
総
選
挙
日
程
は

10
・
10
公
示
、
10
・
22
投
開
票
ま
た
は

10
・
17
公
示
、
10
・
29
投
開
票
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